
ちきゅうぜんたい おんど じ めん き おん

地球全体の温度、つまり地面や空気（気温）、海
おんど ちきゅうおんだんか

水の温度が上がっていくことを「地球温暖化」とい
きこうへんどう かいすいおん

います。一方「気候変動」は、気温や海水温だけで
ふ ふく へんか

なく、雨の降り方なども含めた気候の変化のことを
さ

指しています。
そだ のうさくぶつ

今まで育っていた農作物がうまく育たなくなった
か こ かんさつきろく きしょう

り、過去の観測記録を上回る大雨などにより気象

さいがい お あつ びょういん はこ

災害が起きたり、暑さがきびしくなって病院に運ば
えいきょう わたし

れる人がふえたり...。気候変動の影響は私たちのく
さまざま あらわ

らしの様々なところに現れるようになっています。
れき し たいよう かつどう いんせき しょう

長い地球の歴史の中では、太陽の活動や隕石の衝
とつ ふん か し ぜん げんいん へん か

突、火山の噴火など、自然が原因の気候の変化も多
げんざい お

くありましたが、現在、人間の活動が原因で起きて
しんこう はや

いる気候変動は、進行が速く、影響も大きいことが
もんだい

問題になっています。

A. 公共性の高い団体がイベントの主旨に賛同し、その開催を応援すること。
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Q. イベントの「後援」って何のこと？

だってちゃんは、伊達市が千葉県白井市と友好交流協定を締結した際に贈られた、伊達市ゆかりのキャラクターです。

伊達の里山文化を守る会
伊達市梁川町浅間下54

イベントのチラシなどに、主催に続いて「後援」と表

記されていることがあります。「後援」は、主に公共機

関やマスコミなど、公共性の高い団体がイベントの趣旨

に賛同し、応援することを意味します。イベントの主催

者は、後援を得ることにより、イベントに対する信頼が

高まる、広報のバックアップが得られるといったメリッ

トを期待することができます。

「後援」に似ている言葉に「協賛」と「協力」があり

ます。実は、これらの言葉に明確な定義はなく、双方の

関与の度合いに応じて、その時々の判断で使い分けられ

ています。一般に、「協賛」はそのイベントに賛同し、

金銭や物品等の支援をすることを指し、いわゆるスポン

サーの立場を表します。他方「協力」は、人材や場所の

提供など、イベントの実施に向けて特定の役割を受け持

つことを指し、経済的な援助以外の支援を意味すること

が多いようです。

後援を得るためには、通常、一定の要件を満たしたう

えで、後援申請の手続きをとる必要があります。伊達市

および伊達市教育委員会の場合は（名義後援）、市内ま

たは近接する地域において開催され、市の施策の推進上

有益であると認められること、非営利かつ

政治的・宗教的に中立であることなどが要

件とされています。

♡ 展示とブース出展で市民活動の「見える化」をはかる（1月16日～23日）♡

NPO法人、地域自治組織、その他市民活動団体など、計46団体から展示が出品されました。日替りのブースにも5団

体が参加。累計100名弱の皆さんに観覧いただきました。福祉事業所販売会にも4団体が出店し、賑わいを見せました。

♡ 交流の場で互いを知る・つながるきっかけをつくる（1月23日）♡

市民活動に関わる34名の皆さんが参加。ひと言自己紹介で活動をPRした後は、自由歓談で交流を

はかりました。初めての出会いもあれば、久々の出会いも。皆さんの活動のこれからが楽しみです。

ちきゅうおんだんか きこうへんどう ちが

「地球温暖化」と「気候変動」の違いは？

里山からつなぐ未来

伊達の里山に残る暮らしと文化を守り、次の世代へと繋

げていきたい。思いの一致した地元の有志（農業者）4人

が、2023（令和5）年に当会を発足させました。梁川町

内の古民家を拠点に、農村の伝統的な生活のあり方を再発

見し、共に学び、実践に移しています。

定期的な活動として、古民家の石蔵で開催する「蔵市」

と「蔵フェス」があります。蔵市は毎月第3土曜日（5月

より第1・3日曜日の予定）の開催。伊達市内とその周辺

で農業に従事する方たちが、新鮮な地元野菜を出品してい

ます。お客さんは、歩いて来

る近所の方から、伊達市内、

伊達郡、福島市などから訪

れれる方まで幅広く、子ども

連れの家族、高齢者と年代も

様々です。毎年文化の日に開

際する蔵フェスは、地域の食や文化を楽しむイベント。新

鮮な野菜や加工品、料理や雑貨、工芸品など、素敵なお店

が一堂に会して賑わいを見せています。

土地への愛着が人を呼ぶ

今年は、古民家の納屋をワークショップ方式で修復する

計画です。建物の地域性を保存・回復させるためにも、壁

土や竹、藁など、地元で調達できる材料を用い、在来工法

にこだわってリフォームします。地域に根差した住まいの

あり方に学ぶ貴重な機会です。いずれ母屋にも手を入れて、

地域に関わる様々な人が集う場にしたいと考えています。

住まう人が、住まう地域に

愛着を持ってこそ、そこに関

わる人も増えていくのだと思

います。移住や就農に繋がっ

ていくことも期待しています。

（080-1803-3349 國分）

伊達市初！市民活動イベント

“あつまれ「だてな活動」見る・知る・つながる”

イベント概要や参加状況・アン
ケートのまとめを掲載しています。

ブースの様子

福祉事業所販売会

力作が並んだ
展示コーナー

交流会
ひと言自己紹介

※気象災害：大雨によって川が
あふれてしまったり、山が崩れ
て土砂がふもとにおしよせたり、
海沿いでは高潮によって海の水
が低い土地におしよせたりして、
建物や道路など、人々が暮らす
まちを大きく壊してしまうこと。
人の命を奪ってしまうこともあ
るよ。

くわしくは伊達市HP
で確認してください。

提供：国立環境研究所気候変動適応センター

2023年11月
蔵フェス

蔵市
毎月第3土曜日開催

https://datesato.com/



福島県スポーツチャンバラ協会
私たちの法人は、福島県スポーツチャンバラ協会を

運営しています。協会は、県本部を伊達市に、支部を

福島市、郡山市、いわき市、相馬市に置き、各教室・

道場での稽古の他、指導者養成や審判講習、昇級昇段

審査、技術指導などを行っています。県・支部で選手

権大会を開催したり、全日本大会にも出場します。県

内の競技人口は約400人ですが、毎年全国大会で3位

以内の入賞者を出すなど優れた選手を輩出しています。

明き、直き、浄き、建き

私たちの法人は、日本の武道を通じた青少年の健全

育成を目的としています。スポーツチャンバラ協会は、

“スポーツ”を冠していますが、武道とスポーツは、

共に人間形成という理想を掲げていますが、それを達

成する過程において異なっています。歴史や伝統に学

ぶ姿勢を基本に、礼節や道徳を重んじ、修業を通じて

自己の心身を鍛えるのが武道。私たちの本分は、明

（あか）き、直（なお）き、浄（きよ）き、建（た

け）き、誠の人間形成に努めることであり、それが福

島県の復興はもとより、日本の将来を支えることに繋

がると考えています。

協会県本部の稽古場所である伊達

体育館では、毎週金曜日（午後7～

９時）、20歳代から80歳以上の方

方まで幅広い年代の皆さんが稽古に

励んでいます。用具等はお貸しでき

きます。一緒に心と体を鍛えましょ

う。（090-3983-7271 堀田）

茶臼山野鳥の森プロジェクト
私たちの会は、2025（令和7）年2月に正式に発足

したばかりです。きっかけは、掛田自治協議会（霊山

町）の地域づくり部会に日本野鳥の会に所属するメン

バーがいたこと。「茶臼山周辺には、福島市小鳥の森

に匹敵する野鳥が集まっています」。何気ないその

一言に、一同、目を開かさ

れる思いがしました。茶臼

山をなんとかしたい、とい

う声はこれまでも多くあが

っていましたが、どのよう

に整備するかは漠然として

いたからです。これからの方向性が見えてきた瞬間で

した。これを機に、掛田の新しい魅力作りを推進する

ため、シンボルである茶臼山を野鳥の森にしよう！と

いうプロジェクトが始まったのです。

野鳥を地元の魅力に

昨年11月に、掛田小学校の3年生を対象とする野鳥

講座を行いました。身近な野鳥を中心に、鳴き声を聞

いてもらったり、シルエットクイズをしたり。子ども

たちの反応はなかなか良く、知られざる地元の魅力を

伝えることができました。今年2月には、茶臼山での

探鳥会も実施しています。参加した17名は、茶臼山の

中腹までと、小国川沿いを双眼鏡を手に歩き、ウォッ

チングに勤しみました。

地域の魅力の“たね”は、意外と身近なところにあ

る。地元の野鳥の存在に目を

向けたことで、大切な気づき

を得ることができました。

（090-1935-4181 丹治）

“楽”習のお手伝い

「だて健幸脳トレクラブ」は、くもん学習療法セン

ターの教材で“楽”習する（“楽しく”学ぶ）教室を

市内で開催する任意団体です。認知症にはなりたくな

い。私たち自身がそう考え、我がごととして取り組む

ことが活動の原動力になっています。

教室で使用する教材は、東北大学川島隆太先生（加

齢医学研究所応用脳科学研究分野教授）の脳科学研

究から開発された脳の健康維持法がもとになっていま

す。私たちメンバーの役割は、教室に参加する皆さん

のサポーター（お手伝い、無償ボランティア）。

2007（平成19）年から

2020（令和2）年まで実

施されていた伊達市の事業

「脳の健幸教室」でサポー

ターを務めた顔ぶれが核に

なっています。市が主催す

る教室の終了を機に、継続を希望する教室参加者の皆

さんの声を受けて、任意団体として活動を続けること

にして今に至っています。

読み書き・計算・数字盤とおしゃべり

現在、8名のサポーターが保原町（毎週火曜日）と

伊達町（同水曜日）で教室を開いています。教室では、

読み書きや計算、数字盤を使ったゲームなど、認知症

を予防する実践的な内容を“楽”習します。参加者の

皆さんは “楽”習の後のおしゃべりタイムも楽しみに

来られる様子で、良いコミュニケーションの場になっ

ていると思います。

認知症予防の講話・体験セ

ミナー（くもん学習療法セン

ター）も無料で開催していま

す。お問い合わせください。

（090-4538-7440 齋藤）

だて健幸脳トレクラブ
伊達市伊達/保原町

町内会丸ごとサロン

布一サロンは、布川（大字）一番組の住民が親睦を

はかる交流の場です。組の総会でサロンの設立が提案、

可決されたことを受け、2017（平成29）年に発足し

ました。毎月第2土曜日が活動日。「布一サロンだよ

り」の回覧で告知して、健康や防犯・安全について学

んだり、お話会や季節のイベント、日帰り旅行などで

楽しんでいます。現在、一番組56世帯中、38世帯が

参加。67人が登録しています。

サロンには、女性や高齢者の場というイメージもあ

るようですが、地域には男性も若年世代も住んでいま

す。私たちは、発足当初から、老若男女問わず誰でも

参加できる場にしたいと考

え活動してきました。世帯

単位で会費を募るのも工夫

の一つ。一軒の家から複数

人、多世代で参加しても会

費は変わらない＝たくさん参

加した方がお得になる仕組みになっています。

みんなでやっぺ

子どもから高齢者まで、誰にでも幅広く喜ばれる活

動はなかなか難しいもの。月ごとにメリハリをつける

よう心がけている他、役員以外からも意見を募り、計

画に生かすようにしています。役員の男女比もポイン

トかもしれません。どちらかに偏らないように分担す

ることで、誰もが関わりやすい体制になっています。

組の中で、これまでなかった人の触れ合いが生まれ

るようになり、サロンが布一に浸透したと感じていま

す。資金や参加者の交通の便の問題など、悩みは多い

ですが、内容のブラッシュア

ップをはかり、まだ参加して

いない人にも足を運んでもら

えるようにしていきたいです。

（024-572-2622 加藤）

布一サロン
伊達市月舘町布川字新屋敷33

布川一番組公民館

茶臼山野鳥の会
伊達市霊山町掛田

特定非営利活動法人 日本大同館連盟
伊達市片町34番地
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QRコードから支援セン
ターHP内の紹介ページ
にアクセスできます。

月舘町布川一番組
・人口：138人
・世帯数：56世帯
（2025年2月末現在）

2024年9月
心肺蘇生と救急法講座

2024年12月
クリスマス会

2024年
教室の様子

2024年
教室の様子

2025年2月
探鳥会

2025年3月
巣箱取り付け

ベニマシコ
（茶臼山）

福島県スポーツチャンバラ協会
（伊達接骨院内）

指導者養成・審判講習・昇級昇段審査・
技術指導事業2024年4月


